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平
成
三
十
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
市
議
会
へ
深
い
御
理
解
と
議
会
活
動
に
対
す
る

温
か
い
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
第
四
十
四
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で
は
双
葉

中
学
校
の
男
子
が
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
42
秒
40
の
中
学
新
記
録

で
優
勝
、
第
六
十
八
回
滋
賀
県
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
は
米
原
中

学
校
の
男
子
が
優
勝
、
女
子
が
五
位
で
全
国
・
近
畿
大
会
出
場
と
な

り
、
さ
ら
に
、
２
０
１
７
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大

会
で
は
春
照
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
と
、
持
て
る
力
を

発
揮
さ
れ
「
ま
い
ば
ら
っ
子
」
の
元
気
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

米
原
市
議
会
で
は
、
昨
年
十
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

選
ば
れ
た
十
八
名
の
議
員
に
よ
り
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
若
い
世
代
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
身
近
で
、
よ
り
開
か
れ
た
市
議
会
づ
く
り
に
努
め
る
た
め

に
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
議
員
資
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
な
政
策
立
案
や
政
策
提
言
を
実
行
す
る
議
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
な
お
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
、
第
二
次
米
原
市
総
合
計
画
は
将

来
を
見
据
え
た
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
基
本

計
画
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
反
映

し
た
計
画
に
基
づ
き
、
「
と
も
に
つ
な
が
り
　
と
も
に
創
る
　
住
み

よ
さ
実
感
　
米
原
市
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
良
い
米

原
市
の
将
来
の
姿
を
導
き
出
し
て
く
れ
る
新
た
な
施
策
が
展
開
・
推

進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
今
後
四
年
間
、
こ
の
計
画
の
重
要
な
前
半
の
期

間
に
お
い
て
現
体
制
で
臨
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
対
し

て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、
選
択
と
集
中
を
図
り
つ
つ
慎
重

か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
近
い
将
来
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
議
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
運
営
方
法
に
加
え
、
さ
ら
に
公
正

性
、
透
明
性
を
確
保
し
た
運
営
方
法
を
取
り
入
れ
て
、
議
会
を
活
性

化
さ
せ
、
米
原
市
民
の
誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
生
き

生
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
最
善

を
つ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多

幸
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

平成30年

年頭の御挨拶

議
　
長

鍔
　
田
　
　
明

副
議
長

吉
田
　
周
一
郎
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〜議員と語ろう会〜

主なご意見
（抜粋）

市議会では、様々な分野で活動いただいている団体、
グループの方々との意見交換会を受け付けています。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

募集しています！

平成29年11月26日(日)、子育て
支援や環境保護などの活動を行われ
ている米原市女性の会の皆さんと意
見交換を行いました。

女性の細やかな視点から、防災や
若い世代の定住策などについてご意
見をいただき、議論しました。

ご意見については、一般質問や委
員会での議論とするなど、議会活動
に取り上げていきます。

★定住策について
・若い世代が定住できる施策が必要。
・子育て支援、働く場所の確保が必要。
・米原駅周辺の発展に期待する。
・米原駅周辺に市営マンションを建設して
はどうか。

・障がい者が働ける場所の確保を。

★農業
・この先自分の農地が不安。ほ場整備に

不安がある。
・農業の後継者対策が必要。

★防災について
・安心安全なまちづくりに関して、市の具体的な
施策が見えてこない。

・天野川など河川の浚
しゅん

渫
せつ

を早急に！
・台風のたびに避難勧告が出される地域がある。
対策は？

・原発事故が起きた場合の避難について、周知が
されていないのでは。

・新統合庁舎周辺の災害時の道路事情を示してほ
しい。

★こども
・スポーツ少年団活動の施設使用（照明代）の
減免を。

米原市女性の会

議員との意見交換会

米原市議会事務局
TEL 55-8111
FAX 55-8007
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「米原市奨学金給付条例」については、総務教育常任委員会において継続審査となりましたが、
本会議における採決で継続審査が賛成少数で否決となりました。再度委員会で審査した結果、総
員賛成で原案可決。本会議においても賛成多数で原案のとおり可決しました。

「討論の要旨」は、６ページをご覧ください。

【表示】賛成者は「○」とし、反対者は「×」としています。議長は採決に加わらないため、斜線「／」としています。

その他

・おうみ自治体クラウド協議会への加入に関する協議
につき議決を求めることについて【総教】

平成29年度各会計補正予算

・一般会計補正予算（第６号）【予算】

・国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）【予算】

・介護保険事業特別会計補正予算（第３号）【予算】

・後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）【予算】

・水道事業会計補正予算（第２号）【予算】

・下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用する

ことに伴う関係条例の整備に関する条例の制定【産建】

・職員の育児休業等に関する条例の一部改正【総教】

・グリーンパーク山東条例の一部改正【産建】

・平成30年１月および２月に支給する米原市長の給料

月額の特例措置に関する条例の制定【総教】

条　例

・道路の整備促進を求める意見書案【産建】

平成29年度までの時限措置となっている「道路整備事業
に係る国の財政上の特別措置に関する法律」による道路
整備の補助率等のかさ上げ措置を平成30年度以降も継続
するように求める意見書を、衆参両議院議長、内閣総理大
臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣へ提出しました。

意見書

・地域資源活用施設【産建】
・近江母の郷コミュニティハウス【産建】
・双葉総合体育館および双葉公園【総教】

指定管理者の指定

総員賛成で原案のとおり可決した案件

賛否が分かれた案件

案件名の【　】は、議案審査を付託された委員会を示しています。
【総教】総務教育常任委員会　　【健福】健康福祉常任委員会
【産建】産業建設常任委員会　　【予算】予算常任委員会

議決結果
一覧

議　　案

付
託
委
員
会

討
論
件
数

採 決 結 果

清風クラブ 政策研究会マイバラ 創政クラブ 無会派

礒
谷
　
　
晃

鹿
取
　
和
幸

後
藤
　
英
樹

田
中
　
眞
示

鍔
田
　
　
明

矢
野
　
邦
昭

中
川
　
雅
史

西
堀
　
　
幸

堀
江
　
一
三

山
本
　
克
巳

吉
田
周
一
郎

今
中
　
力
松

北
村
喜
代
隆

澤
井
　
明
美

中
川
　
松
雄

松
宮
　
信
幸

細
野
　
正
行

山
脇
　
正
孝

米原市長の給与の特例に関する条例
総
教

２
否　決

（少数）
× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○

米原市奨学金給付条例
総
教

４
継続審査
否　決

（少数）
○ ○ × ○ × × × × × × × ○ × × × × ×

２
原案可決
（多数）

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の譲渡
（山東庁舎西側駐車場車庫等）

総
教

０
原案可決
（多数）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

財産の譲渡
（旧米原市立近江にし保育園用地）

健
福

０
原案可決
（多数）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ×

米原市の国民健康保険税の引き下げ
を求める請願

健
福

１
否　決

（少数）
× × × × × × × × × × × × × × × × ○

米原市の第７期介護保険事業計画に
対する請願

健
福

１
否　決

（少数）
× × × × × × × × × × × × × × × × ○
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平成29年第４回定例会は、12月１日から22日までの22日間
の会期で開催しました。

今期定例会では、平成29年度各会計補正予算、条例の新規制
定・一部改正、財産の譲渡など議案17件、請願２件、意見書１
件を審議しました。

次のとおり付託議案について慎重審査を行いました。
・総務教育常任委員会・予算分科会（12月13日・22日）
・健康福祉常任委員会・予算分科会（12月11日）
・産業建設常任委員会・予算分科会（12月12日）
・予算常任委員会（全体会）（12月1日・19日）

12月6日

質問者 ぺージ

田中　眞示 10

中川　松雄 11

山脇　正孝 12

細野　正行 13

今中　力松 14

矢野　邦昭 15

後藤　英樹 16

録画配信用
QRコード

12月7日

質問者 ぺージ

鹿取　和幸 17

北村喜代隆 18

西堀　　幸 19

中川　雅史 20

録画配信用
QRコード

質問と答弁内容の要約は、10〜20ページを
ご覧ください。

各常任委員会・予算分科会の審査報告
は、７〜９ページをご覧ください。
予算常任委員会が付託を受けた議案は、
慎重審査の結果、総員賛成で可決すべき
ものと決しました。

一般質問

各常任委員会・予算分科会

平成29年
第４回
定例会
概　要

12月６日・７日に、11人の議員が、
市政全般に及ぶ30項目について通告し、質問しました。

平成29年第3回定例会から、全議員が所属する「予算常任委員
会」を設置しています。この委員会に、総務教育、健康福祉、産業
建設各分科会を置き、各常任委員会の委員が同じ所管の分科会に
所属して提案された予算案件の審査を行い、予算常任委員会（全
体会）で分科会長が審査内容を報告し、採決を行います。

各常任委員会・予算分科会での議案の審査は、予算以外の案件
（条例など）は常任委員会として、予算案件は予算常任委員会分
科会として行っています。
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米原市特別職報酬等審議会にて前年度からの税収減や
官と民の平均給与の削減額を理由として削減を答申され
たらよろしいのではないか。人口を増やして、企業の誘
致や活性化策を講じて、市税等の税収や国や県の交付金
を増やすなど市長としての職務を全うされるのが本筋で
はないか。デフレ脱却に向けて賃上げを進めている中
で、米原市のトップが逆行する条例に反対する。

私は、平尾市長が米原市勢発展のため日夜奮闘されて
いる労働の対価として支給されていると考えている。

これを選挙公約だとして３割カットを実行することは、
「公約を守る。」「約束を果たす。」という点においては一
定評価されるべきことだと思うが、給与を３割カットす
ることは、聞こえも良く、世間が賛同する風潮もあり、
常態化する恐れについて危惧することから反対する。

後藤英樹議員 礒谷晃議員

総務教育常任委員会で継続審査となったため、継続審査を本会議で採決しました。【否決】

討論の要旨米原市長の給与の特例に関する条例の制定　【否決】

反対 反対

議案第86号の継続審査に反対の立場から討論する。
奨学金給付条例については、パブリックコメントも済

ませ、市民への責任上、継続審査ではなく、可否をしっ
かり決めなくてはならない。委員会で様々な議論が交わ
されたが、子どものこと抜きに話された感がある。受験
生は頑張っているので、その夢が実現するよう支援し、
前向きの議論を展開すべきだ。

次の３点について、十分な審議が尽くされていない。
１点目何人の方々まで対象者数とされるのかについて明

確な答弁がない。２点目卒業後６年住んでいればという短
い期間で定住策となるのか疑問である。３点目条件に合う
就職先に巡り合えなかった場合、米原市内に住んでいると
いうだけで給付とされることについても疑問である。

以上のことから継続審査とするべきである。

山脇正孝議員 礒谷晃議員反対

米原市においても、家庭の経済状況等で大学等に進学を
希望するも断念せざるを得ない子どもたちがいる。「奨学金
給付条例」は、このような子どもたちに進学の夢をかなえ、
希望をもって米原市に住んでもらえる生活環境を整える条
例でもある。委員会で議論を重ねられて継続審査となった
が、再度時間をかけた議論をし、米原市の大切な宝物であ
る子どもたちの夢を実現するため、継続審査に反対する。

堀江一三議員反対

まず財源の問題であり、一般財源ということしか、具体
的な回答がなく、地元からの予算要望も削減の対象になる
ことが推測される。次にこれから高校を卒業されて米原市
に定住して就職される方々との平等性の問題で、大学に進
学しなければ地元に貢献できないのか、最後に来年度から
の執行ありきで進んでおり、議会でのプロセスが軽視され
ていることが明らかであり反対する。

後藤英樹議員反対

常任委員会・分科会で様々な懸念材料が出たが、制度概
要でしっかりと返還の手順は示されている。昨年に策定し
た中期財政計画の中でも生産年齢人口の流出抑制につなが
る米原市の最優先課題としている。種を蒔かずして芽は出
ず、花は咲かない。この制度の導入がなければ人口減少は
ますます進行し、持続するまちの将来にブレーキがかか
る。よって、この継続審査には反対の立場とする。

山本克巳議員反対

賛成

請願第４号の賛成意見を述べる。国保税の額は家族構成
によっては所得額の15％近くになる。加入世帯は、正規
労働者や年金生活者などが８割を占め、低所得化する構造
的問題を抱えている。保険料を抑えるためには、公費を投
入することが不可欠だ｡高齢者や低所得者が多い米原市の
現状から、セーフティーネットとしての国保にふさわし
く、来年度からの税率引き下げを強く要望する。

山脇正孝議員賛成
請願第５号の賛成意見を述べる。まもなく第７期介護保

険料が策定されるが、第５期、第６期とも13市中２番目
に高い保険料となっている。その原因は米原市の高齢化率
が市で２番目、特に後期高齢者割合が１番高いことにあ
る。年金が削減され続け、天引きの介護保険料が高いの
で、払えないとの声が上がっている。市独自の負担を減ら
す対応が必要だ。介護保険料の引き下げを強く要求する。

山脇正孝議員賛成

議案第86号に賛成討論をする。教育は最大の公共投資
であり、企業誘致より効果的だ。先の委員会審議では、子
どものことを考えた議論がなされ、全員一致で可決され
た。極めて限定的な国の制度と違って、市の奨学金は進学
者約300人中40人が対象となり、多くの受験生にチャン
スがある。奨学金を受けた高校生は条件が合えば定住する
だろう。高校生の夢が実現する、議論をしてほしい。

山脇正孝議員賛成

任期満了日である平成33年３月５日までの間、市長の給料月額の100分の30を
減額するための条例（現行給与785,000円⇒特例給与549,500円）

米原市奨学金給付条例の制定　【原案可決】

継続審査に対する討論

本会議での継続審査が否決になったことにより、総務教育常任委員会が召集され、再度審査されました。
その結果、委員会では総員賛成で可決となり、議案の可否を本会議で採決しました。【原案可決】議案の可否に対する討論

市の将来を担う人材の育成および市への定住促進を図るため、給付型奨学金制度を創設するための条例
経済的理由により学資金の支援が必要な者に月額30,000円を給付

米原市の国民健康保険税の引き下げを求める請願【不採択】

平成30年度からの国民健康保険税の税率の引き下げを求める請願

米原市の第7期介護保険事業計画に対する請願【不採択】
介護保険料の引き下げと、所得段階について応能原則に基づく検
討等を求める請願
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◎
一
般
会
計

問

入
学
準
備
金
の
金
額

と
人
数
は
。

答

１
人
当
た
り
、
小
学

校
４
万
600
円
で
25
人
、
中

学
校
４
万
７
千
400
円
で
28

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問

10
月
の
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
の
変
更
に
よ
り
今

ま
で
通
学
利
用
し
て
い
た

湖
国
バ
ス
、
カ
モ
ン
号
か

ら
ま
い
ち
ゃ
ん
号
に
変
更

し
た
小
学
校
と
差
額
は
。

答

河
南
小
が
湖
国
バ

ス
、
柏
原
小
と
山
東
小
が

カ
モ
ン
号
か
ら
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

米
原
小
と
息
長
小
で
差

額
が
53
万
２
千
490
円
増
、

柏
原
小
と
山
東
小
で
22
万

９
千
50
円
増
、
河
南
小
で

23
万
500
円
増
、
あ
わ
せ
て

湖
国
バ
ス
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
９
万
４
千
500
円
減

で
す
。

問

双
葉
総
合
体
育
館
お

よ
び
双
葉
公
園
の
指
定
管

理
料
の
内
訳
は
。

答

１
年
間
分
の
人
件
費

と
社
会
保
険
料
が
約
780
万

円
、
光
熱
水
費
が
約
180
万

円
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
や
委
託
料
等
が
約
160
万

円
で
す
。

◎
奨
学
金
給
付
条
例

問

対
象
人
数
は
。

答

大
学
等
の
進
学
率
や

所
得
を
基
に
し
た
認
定
率

な
ど
を
考
慮
し
、
目
標
は

40
人
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

問

市
内
に
居
住
す
る
が
、

就
労
し
な
い
場
合
は
。

答

市
内
へ
の
定
住
と
納
税

者
と
な
る
こ
と
が
前
提
の

制
度
で
、
就
労
し
な
い
場
合

は
返
還
を
求
め
ま
す
。

問

卒
業
後
６
年
で
定
住

策
と
な
る
の
か
。

答

こ
の
期
間
は
就
労
や

定
住
を
決
め
る
重
要
な
期

間
で
あ
り
、
こ
れ
を
超
え

て
の
転
職
や
転
居
の
可
能

性
は
低
い
と
考
え
ま
す
。

問

財
源
の
確
保
は
。

答

今
後
の
市
の
施
策
を

行
う
上
で
、
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
見
直
し
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
り
、
予

算
全
体
の
中
で
所
要
額
を

確
保
し
ま
す
。

問

私
債
権
と
な
る
が
、

徴
収
が
不
能
と
な
っ
た
場

合
の
手
続
き
は
。

答

債
権
管
理
条
例
を
定

め
て
お
り
、
債
権
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
事
務

を
進
め
ま
す
。

問

現
行
の
貸
与
制
度
利

用
者
の
新
制
度
へ
の
切
り

替
え
は
。

答

現
行
の
制
度
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
を
限
定
し
、

特
例
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

◎
米
原
市
長
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例

◎
平
成
30
年
１
月
お
よ
び

２
月
に
支
給
す
る
米
原

市
長
の
給
料
月
額
の
特

例
措
置
に
関
す
る
条
例

問

２
か
月
の
減
額
の
理

由
は
。

答

再
度
の
不
祥
事
に
よ

り
責
任
を
重
く
受
け
と
め

た
も
の
で
す
。

◎
山
東
庁
舎
西
側
駐
車
場

車
庫
等
の
譲
渡

問

車
庫
の
残
存
価
格
は
。

答

約
40
万
円
で
す
。

問

第
３
回
定
例
会
後
、

譲
渡
先
と
の
交
渉
経
過
は
。

答

10
月
に
相
手
先
に
伺

い
、
買
い
取
り
で
き
な
い

と
い
う
返
事
を
も
ら
い
、

再
度
、
議
案
を
上
程
し
ま

す
と
返
答
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
審
査
し
た
議
案

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
（
双

葉
総
合
体
育
館
お
よ
び

双
葉
公
園
）

◎
お
う
み
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

協
議
会
へ
の
加
入
に
関

す
る
協
議

以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
奨
学
金
給
付
条

例
は
賛
成
多
数
で
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
会
議
で
継
続
審
査

が
否
決
さ
れ
た
た
め
、
あ

ら
た
め
て
委
員
会
で
慎
重

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
総

員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
は
賛
否
の
確

認
を
行
い
、
市
長
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
、

財
産
の
譲
渡
に
関
す
る
議

案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の

他
の
議
案
は
総
員
賛
成
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

報　告

米
原
市
奨
学
金
給
付
条
例
の
制
定

総
務
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
総
務
教
育
分
科
会

    
委
員
長
・
分
科
会
長
　
中
川
雅
史

    

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取
和
幸

    

委
　
員
　
田
中
眞
示
、
山
脇
正
孝
、

    

吉
田
周
一
郎
、
北
村
喜
代
隆

条
例
制
定

給付型奨学支援のイメージ（大学４年間の場合）

財
産
の
譲
渡
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◎
一
般
会
計

問

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
い
ぶ
き
の
照
明
設
備

を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
あ

る
が
、
ど
の
範
囲
か
。

答

基
本
的
に
は
全
館
で

あ
り
、
老
人
保
健
施
設
・

診
療
所
部
門
・
デ
イ
施
設
な

ど
、
共
有
す
る
部
分
で
あ

る
廊
下
、
ホ
ー
ル
等
も
含

め
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

問

こ
の
事
業
に
よ
る
費

用
対
効
果
は
ど
う
か
。

答

月
額
15
万
円
程
度
、

年
間
で
約
180
万
円
の
削
減

が
で
き
る
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
事
業
委
託
料
の
増
額

で
、
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善

を
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

国
で
新
た
に
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
、
知
識
・

技
能
を
取
得
す
る
た
め
の

認
定
資
格
研
修
を
受
講
さ

れ
た
方
を
対
象
に
年
額
12

万
４
千
円
が
加
算
さ
れ
、

各
ク
ラ
ブ
が
交
代
し
な
が

ら
順
次
研
修
を
し
て
い
ま

す
。

◎
旧
米
原
市
立
近
江
に
し

保
育
園
用
地

審
査
に
先
立
ち
、
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
近
江
を
現

地
踏
査
し
ま
し
た
。

問

過
去
５
年
以
内
に
社

会
福
祉
法
人
等
に
売
却
・

貸
借
さ
れ
た
保
育
園
は
あ

る
か
。

答

公
設
民
営
と
な
っ
て

い
た
米
原
市
立
米
原
保
育

園
を
、
社
会
福
祉
法
人
大

樹
会
に
平
成
28
年
３
月
24

日
付
け
で
園
舎
を
譲
与
し

ま
し
た
。

ま
た
、
26
年
度
と
27
年

度
で
、
社
会
福
祉
法
人
柏

葉
会
が
柏
原
保
育
園
を
改

築
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山

東
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

運
動
場
用
地
を
30
年
間
の

無
償
貸
付
を
し
て
い
ま

す
。

問

国
お
よ
び
県
の
補
助

金
は
、
定
員
ご
と
の
補
助

基
準
額
に
一
定
の
率
を
掛

け
れ
ば
算
出
で
き
、
市
の

負
担
額
に
つ
い
て
も
同
様

に
負
担
基
準
に
基
づ
き
算

出
で
き
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
算
出
し

た
の
か
。

答

児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉

法
人
等
が
行
う
保
育
所
ま

た
は
認
定
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
に
要
す
る
費
用
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
等
を
交
付
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
条
例
、

規
則
、
要
綱
の
定
め
に
沿

っ
て
算
出
し
ま
し
た
。

問

財
産
の
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
市
有
地
で
あ
る
の

で
相
手
先
を
公
募
で
選
定

す
べ
き
で
は
。

答

今
後
、
保
育
園
移
管

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
た

形
で
公
募
に
し
て
公
平
公

正
を
保
っ
て
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

◎
米
原
市
の
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
請
願

◎
米
原
市
の
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
対
す

る
請
願

市
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
く
請
願
者
の
意
見
を
聴

く
機
会
を
設
け
、
説
明
を
求

め
ま
し
た
。
両
請
願
と
も
賛

成
者
が
な
く
、
不
採
択
す
べ

き
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
審
査
し
た
議
案

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
補
正
予
算
は
賛

否
の
確
認
を
行
い
、
財
産

の
譲
渡
に
関
す
る
議
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

報　告放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
と
は

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
健
康
福
祉
分
科
会

    
委
員
長
・
分
科
会
長
　
堀
江
一
三

    

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
西
堀
幸

    

委
　
員
　
礒
谷
晃
、
澤
井
明
美
、

    

中
川
松
雄
、
鍔
田
明

財
産
の
譲
渡

請
　
願

現地踏査（チャイルドハウス近江）

補
正
予
算
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◎
一
般
会
計

問

工
場
等
設
置
促
進
奨

励
金
で
今
後
、
雇
用
の
予

定
は
あ
る
か
。

答

制
度
を
利
活
用
し
な

が
ら
、
市
内
在
住
者
も
含

め
た
継
続
的
な
雇
用
を
条

例
で
規
定
し
て
お
り
、
３

年
間
の
奨
励
措
置
の
間
に

積
極
的
な
雇
用
を
し
た
い

と
い
う
事
業
者
の
意
向
を

聞
い
て
い
ま
す
。

問

林
務
課
で
計
上
さ
れ

た
災
害
復
旧
の
予
算
で
、

今
回
の
台
風
災
害
も
含
め

全
て
修
復
で
き
る
の
か
。

答

現
段
階
で
災
害
報
告

を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
、
県
の
補

助
、
単
費
に
よ
る
も
の
と

仕
分
け
し
て
計
上
し
て
い

ま
す
。

◎
特
別
会
計

〇
水
道
事
業
会
計

問

水
道
水
の
硬
度
を
、

基
本
的
に
目
標
と
設
定
さ

れ
て
い
る
硬
度
100
よ
り
さ

ら
に
下
げ
よ
う
と
す
る
と

費
用
が
か
さ
む
の
か
。

答

今
回
は
、
本
市
場
浄

水
場
で
取
水
し
た
原
水
を

膜
ろ
過
し
て
硬
度
ゼ
ロ
に

し
、
そ
れ
を
伊
吹
南
部
水

源
地
の
水
と
混
合
し
て
硬

度
100
に
し
ま
す
。
さ
ら
に

硬
度
を
下
げ
る
に
は
、
膜

ろ
過
を
し
て
上
げ
て
く
る

水
量
を
増
や
す
必
要
が
あ

り
、
価
格
は
上
が
り
ま
す
。

今
回
の
工
事
に
よ
り
、

伊
吹
南
部
水
系
、
本
市
場

水
系
が
硬
度
100
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
内
全
域
に
硬

度
100
以
下
の
水
を
供
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
下
水
道
事
業
に
地
方
公

営
企
業
法
の
規
定
の
全

部
を
適
用
す
る
こ
と
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

問

条
例
制
定
の
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
か
、
他
市
の

状
況
は
ど
う
か
。

答

公
営
企
業
会
計
を
適

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貸

借
対
照
表
や
損
益
計
算
書

等
の
財
務
諸
表
の
作
成
を

通
じ
て
経
営
、
資
産
等
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
計
画
的
な
経
営
基

盤
の
強
化
、
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
等
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

30
年
度
で
県
内
の
13
市

す
べ
て
が
法
適
化
に
移
行

さ
れ
ま
す
。

◎
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
山
東

条
例
の
一
部
改
正

問

既
存
の
コ
テ
ー
ジ
の

稼
働
率
は
。

答

直
近
の
稼
働
率
は
、

４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期

間
で
57
・
４
％
と
い
う
実

績
報
告
が
あ
り
ま
す
。

問

新
設
コ
テ
ー
ジ
の
利

用
時
間
の
設
定
が
長
く
な

っ
た
理
由
は
。

答

園
内
に
浮
か
ぶ
カ
ヌ

ー
の
利
用
な
ど
、
少
し
で

も
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
配

慮
し
ま
し
た
。

◎
地
域
資
源
活
用
施
設

問

有
限
会
社
　
伊
吹
・

旬
彩
へ
の
貸
し
付
け
を
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
経
過
は
。

答

今
日
に
至
る
経
過
の

中
で
、
指
定
管
理
者
と
し

て
利
益
を
上
げ
評
判
も
良

く
、
成
果
を
上
げ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
貸

し
付
け
に
移
行
す
る
議
論

が
あ
り
、
27
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
期
間
の
３
年
間

で
新
た
な
貸
し
付
け
に
向

け
て
の
協
議
が
整
い
ま
し

た
。
今
回
、
貸
付
制
度
へ

の
移
行
期
間
と
し
て
、
１

年
間
の
指
定
管
理
者
の
指

定
を
提
案
し
ま
し
た
。

◎
近
江
母
の
郷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス

問

近
江
母
の
郷
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
指
定
管

理
者
の
選
定
理
由
の
中
に

『
非
公
募
に
し
た
』
と
あ

る
が
、
公
募
か
非
公
募
か

は
指
定
管
理
者
選
定
の
前

提
と
し
て
行
政
側
が
決
め

た
こ
と
な
の
に
、
選
定
委

員
会
が
決
定
し
た
よ
う
に

受
け
取
れ
る
が
、
ど
う

か
。

答

非
公
募
は
行
政
の
ほ

う
で
判
断
し
て
い
ま
す
。

地
域
人
材
の
活
用
や
地

域
連
携
を
期
待
し
て
、
米

原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
候
補
団
体
と
し
て

選
考
委
員
会
へ
お
諮
り

し
、
指
定
管
理
者
と
し
て

承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
道
路
の
整
備
推
進
を
求

め
る
意
見
書
案

本
意
見
書
案
は
、
「
道

路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
る
国
庫

補
助
負
担
率
の
か
さ
上
げ

措
置
が
、
29
年
度
ま
で
の

時
限
措
置
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
30
年
度
以
降

も
引
き
続
き
、
５
％
の
か

さ
上
げ
措
置
の
継
続
を
求

め
て
提
案
し
ま
し
た
。

以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
補
正
予
算
は
賛

否
の
確
認
を
行
い
、
そ
の

他
の
議
案
は
、
総
員
賛
成

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

補
正
予
算

条
例
制
定
・
改
正

指
定
管
理
者
の
指
定

報　告
米
原
市
内
全
域
に

硬
度

100
以
下
の
水
を
供
給
す
る

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
産
業
建
設
分
科
会

    
委
員
長
・
分
科
会
長
　
今
中
力
松

    

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
山
本
克
巳

    

委
　
員
　
後
藤
英
樹
、
細
野
正
行
、

    

矢
野
邦
昭
、
松
宮
信
幸

意
見
書
案



議会だより　10

問

空
き
家
の
現
状
把
握

の
方
法
は
。

答

各
自
治
会
へ
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
現

状
把
握
を
行
っ
て
お
り
、

ま
い
ば
ら
空
き
家
対
策
研

究
会
で
は
現
地
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

精
度
向
上
と
空
き
家
判
定

の
基
準
の
統
一
は
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
時

に
、
空
き
家
の
判
定
基
準

や
Ｑ
＆
Ａ
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
過
去
の
デ
ー

タ
も
資
料
提
供
し
、
空
き

家
の
実
態
把
握
の
精
度
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

現
状
の
空
き
家
所
有

者
へ
の
適
正
管
理
推
進
活

動
は
、
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
指

導
状
況
は
。

答

所
有
者
へ
の
適
正
管

理
の
啓
発
は
、
個
別
に
助

言
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
固
定
資

産
税
の
課
税
通
知
時
に
啓

発
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
住
民
に
影
響

を
与
え
る
空
き
家
に
対
し

て
54
件
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問

特
定
空
き
家
の
認
定

基
準
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

現
在
、
米
原
市
空
き

家
等
対
策
協
議
会
を
設
置

し
て
判
定
基
準
の
制
定
準

備
を
進
め
て
お
り
、
今
年

度
中
に
数
件
の
認
定
を
行

う
予
定
で
す
。

問

適
正
管
理
指
導
を
実

施
し
た
中
で
、
改
善
が
進

ま
な
い
相
続
放
棄
空
き
家

の
今
後
の
撤
去
等
に
対
す

る
取
り
組
み
予
定
は
あ
る

の
か
。

答

法
定
相
続
人
が
相
続

放
棄
さ
れ
た
空
き
家
は
所

有
者
が
不
在
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
助
言
、
指

導
が
で
き
な
い
た
め
、
法

律
に
基
づ
い
た
略
式
代
執

行
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

金
銭
的
理
由
か
ら
空

き
家
の
取
り
壊
し
が
進
ま

な
い
件
に
対
し
、
市
と
し

て
補
助
金
制
度
は
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

空
き
家
の
管
理
は
、

所
有
者
が
実
施
す
る
こ
と

が
基
本
で
す
。
金
銭
的
な

理
由
で
除
去
等
が
進
ま
な

い
場
合
の
支
援
措
置
と
し

て
国
の
制
度
を
活
用
し
た

「
特
定
空
き
家
等
除
却
補

助
金
制
度
」
の
創
設
に
向

け
検
討
し
て
い
ま
す
。

問

今
年
と
過
年
度
の
台

風
な
ど
で
堆
積
し
た
土
砂

の
浚

し
�
ん

渫せ
つ

と
、
河
川
敷
地
内

の
樹
木
撤
去
に
つ
い
て
、

河
川
の
管
理
者
と
の
協
議

の
進
め
方
は
。

答

毎
年
自
治
会
か
ら
浚

渫
要
望
を
受
け
、
今
年
の

台
風
通
過
後
も
調
査
し
、

管
理
者
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
河
川
敷
の
樹
木
撤
去

は
管
理
者
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
の
河
川
へ
の
対
応

は
困
難
な
た
め
、
県
と
市

が
委
託
契
約
を
結
び
、
河

川
愛
護
事
業
に
よ
り
地
元

自
治
会
で
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

問

市
道
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
冠
水
時
の
保
安
安
全
対

策
と
個
別
の
対
策
ル
ー
ル

づ
く
り
は
。

答

市
内
の
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
14
か
所
で
は
交
通
規
制

な
ど
を
行
い
、
ポ
ン
プ
で
排

水
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
早

急
に
冠
水
後
の
対
応
ル
ー

ル
を
策
定
し
ま
す
。

問

頻
繁
に
冠
水
す
る
箇

所
の
排
水
作
業
は
市
職
員

と
消
防
班
の
協
力
で
対
応

し
て
い
る
が
、
時
間
が
か

か
り
通
行
止
め
の
時
間
が

長
引
い
た
事
象
が
あ
る
。

改
善
策
と
し
て
作
業
の
業

者
委
託
を
検
討
し
て
は
。

答

市
が
所
有
し
て
い
る

排
水
ポ
ン
プ
は
小
型
で
排

水
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、
今
後
は
大
型
機
械
を
有

す
る
管
理
業
者
に
委
託

し
、
排
水
作
業
の
時
間
を
で

き
る
限
り
短
縮
し
、
早
期
に

道
路
の
通
行
が
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○米原市内の空き家の現状把握と適正管理について

○一級河川「天野川」水系の水防対策と
市道の安全管理について

空
き
家
の
現
状
の

把
握
と
活
用
に
つ
い
て

田中　眞示　議員

台風で増水した天野川

天
野
川
水
系
堆
積
土
砂

浚
渫
と
市
道
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
の
安
全
対
策
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こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○不耕作地について
○米政策について
○入江干拓の承水溝について
○介護保険関連法改正について

問

米
原
、
入
江
地
区
の

田
ん
ぼ
に
お
い
て
不
耕
作

地
域
が
増
え
、
国
道
８
号

バ
イ
パ
ス
よ
り
西
側
の
南

側
方
面
で
は
、
十
数
年
前

よ
り
排
水
不
良
で
機
械
が

入
ら
ず
、
放
置
の
田
ん
ぼ

が
多
い
。
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答

土
地
改
良
区
を
は
じ

め
、
滋
賀
県
、
Ｊ
Ａ
、
市

農
業
委
員
会
と
と
も
に
協

議
を
重
ね
、
地
権
者
の
意

見
も
踏
ま
え
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
作
成
の
推
進

と
合
わ
せ
て
、
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

中
山
間
地
に
お
い
て

も
同
様
に
、
農
地
の
荒
廃
が

進
ん
で
い
る
。
農
業
を
自
力

で
で
き
な
い
地
域
へ
の
市

の
対
応
は
。

答

中
山
間
地
域
直
接
支

払
制
度
や
農
村
ま
る
ご
と

保
全
向
上
対
策
事
業
の
活

用
や
、
集
落
営
農
組
織
を

立
ち
上
げ
て
、
農
地
を
管

理
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

問

30
年
度
の
米
政
策
の

見
直
し
に
よ
る
米
の
生
産

目
標
数
量
の
配
分
廃
止

は
、
一
定
の
拘
束
が
な
く

な
る
た
め
、
米
価
の
下
落

に
つ
な
が
り
農
家
の
経
営

悪
化
が
想
定
さ
れ
る
。

高
齢
化
、
担
い
手
不
足

に
よ
り
、
転
作
が
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
支
援
も
以

前
と
同
じ
よ
う
に
あ
る
の

か
。

答

主
食
用
米
以
外
の
作

物
に
対
す
る
交
付
金
制
度

は
継
続
さ
れ
、
園
芸
転
換

に
対
す
る
補
助
金
制
度
も

実
施
し
、
転
作
と
さ
れ
て

い
た
麦
や
大
豆
な
ど
の
米

以
外
の
作
物
の
取
り
組
み

も
支
援
し
ま
す
。

問

認
定
農
家
で
は
５
年

の
周
期
で
申
請
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。
高
齢

化
に
よ
り
維
持
だ
け
で
精

一
杯
で
は
な
い
か
。

答

認
定
農
業
者
制
度

は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
き
、
効
率
的

か
つ
安
定
期
な
農
業
経
営

を
目
指
す
改
善
計
画
を
た

て
、
滋
賀
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
で

構
成
す
る
認
定
審
査
会
で

認
定
す
る
も
の
で
す
。

農
業
を
継
続
し
て
い
く

意
欲
と
担
い
手
と
し
て
実

効
性
の
あ
る
計
画
で
あ
れ

ば
、
認
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

問

先
の
台
風
に
お
い

て
、
米
原
地
区
内
の
雨
水
、

山
水
が
承
水
溝
に
流
れ
込

み
、
低
い
畑
が
浸
水
し
、
一

部
の
作
物
に
被
害
が
で
る
と

い
う
水
害
が
あ
っ
た
。
迅
速

な
減
水
対
応
が
と
れ
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
承
水
溝
の

維
持
管
理
は
ど
こ
か
。

答

水
害
は
、
排
水
ポ
ン

プ
の
能
力
を
上
回
る
雨
水

が
流
入
し
た
た
め
で
、
水

資
源
機
構
と
迅
速
な
対
応

に
つ
い
て
要
望
や
協
議
を

し
て
お
り
、
今
後
も
水
資

源
機
構
が
適
切
に
判
断
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

承
水
溝
は
、
洪
水
時
の

調
整
機
能
や
防
火
用
水
、

多
面
的
機
能
を
備
え
て
お

り
、
市
か
ら
も
財
政
支
援

を
行
い
、
入
江
干
拓
土
地

改
良
区
で
維
持
管
理
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問

30
年
度
か
ら
始
ま
る

介
護
保
険
関
連
法
改
正

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の

か
心
配
で
も
あ
り
、
行
政

と
地
域
、
要
介
護
者
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
進

め
、
周
知
し
て
い
く
の

か
。

答

高
齢
者
の
自
立
支
援

と
要
介
護
状
態
の
重
度
化

防
止
、
地
域
の
方
々
と
行

政
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
と
の
協
働
に
よ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

考
え
を
広
く
市
民
に
、
広

報
、
出
前
講
座
、
サ
ロ
ン

等
で
周
知
し
ま
す
。

入
江
干
拓
の
承
水
溝

に
つ
い
て

介
護
保
険
関
連
法
改
正

に
つ
い
て

中川　松雄　議員

遊休地での草刈り

不
耕
作
地
に
つ
い
て

米
政
策
に
つ
い
て
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問

就
学
援
助
の
総
件
数

と
受
給
率
は
。

答

29
年
度
の
就
学
援
助

費
の
支
給
は
、
小
学
校
160

人
、
中
学
校
101
人
で
す
。

受
給
率
は
そ
れ
ぞ
れ
、

７
・
８
％
、
９
・
２
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問

全
国
平
均
は
15
・

39
％
と
な
っ
て
い
る
の
に

比
べ
、
本
市
は
か
な
り
低

い
受
給
率
で
あ
る
。
本
来

い
た
だ
け
る
の
に
、
も
ら

え
て
い
な
い
児
童
生
徒
が

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答

必
要
な
方
に
は
使
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
制
度
の
推
進
を
し

て
い
き
ま
す
。

問

ど
の
子
も
同
じ
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
る
よ

う
、
就
学
援
助
の
３
月
支

給
が
で
き
な
い
か
。

答

今
ま
で
新
入
生
学
用

品
費
は
７
月
に
支
給
し
て

い
ま
し
た
が
、
制
服
や
カ
バ

ン
な
ど
は
入
学
前
に
購
入

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
護
者
負
担
を
考
え
、

平
成
30
年
３
月
に
支
給
す

る
こ
と
と
し
、
補
正
予
算
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

問

１
、
２
月
の
各
校
の

入
学
説
明
会
に
、
入
学
準

備
金
の
３
月
支
給
を
含

め
、
就
学
援
助
に
つ
い
て

担
当
者
が
説
明
に
来
て
も

ら
え
な
い
か
。

答

制
度
が
変
わ
り
ま
す

し
、
各
学
校
へ
説
明
に
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

憲
法
第
26
条
は
、
義

務
教
育
は
無
償
と
書
い
て

い
る
。
保
護
者
負
担
を
可

能
に
す
る
よ
う
な
法
律
の

文
言
は
あ
る
か
。

答

教
育
費
の
無
償
と
い

う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
授

業
料
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
教
材
等
に
つ
い

て
は
、
負
担
を
お
願
い
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問

な
い
以
上
は
違
法
な

負
担
で
あ
る
。
保
護
者
負

担
ゼ
ロ
に
向
け
て
軽
減
が

必
要
で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
を
機
に
、
必
要
性

が
少
な
く
な
る
補
助
教
材

を
厳
選
し
て
い
く
べ
き
で

は
。

答

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
後

の
経
過
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問

給
食
費
無
償
化
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

答

学
校
給
食
法
に
よ
り

食
材
の
購
入
費
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ

い
ろ
な
子
育
て
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
無
償

化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

学
校
給
食
法
は
、
保

護
者
に
負
担
を
強
い
る
法

律
で
は
な
い
。
給
食
負
担

を
定
め
る
給
食
条
例
も
な

い
米
原
市
の
徴
収
根
拠

は
、
薄
弱
で
あ
る
。

市
長
に
問
う
が
、
小
中

学
生
３
千
143
人
が
恩
恵
に

預
か
る
給
食
費
の
無
償
化

は
、
40
人
程
度
の
奨
学
金

給
付
よ
り
効
果
的
な
定
住

策
で
あ
る
。
給
食
費
軽
減

は
す
で
に
自
治
体
の
18
％

が
行
っ
て
い
る
の
で
、
で

き
る
こ
と
か
ら
手
を
つ
け

る
べ
き
だ
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

答

給
食
費
の
無
償
化
を

一
貫
し
て
訴
え
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
食
材
は
保
護
者

負
担
と
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

問

長
老
墓
地
川
の
現
状

の
水
害
の
確
認
と
対
策
は

ど
う
か
。
早
期
改
修
の
見
通

し
は
。

答

台
風
時
に
は
パ
ト
ロ

ー
ル
し
、
県
に
は
早
急
に

対
応
可
能
な
対
策
を
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
自

治
会
と
協
議
し
な
が
ら
、

県
と
と
も
に
用
地
買
収
に

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

事
業
推
進
に
努
め
ま
す
。

問

来
年
度
の
予
算
配
分

で
、
福
祉
・
教
育
費
の
増

減
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答

予
算
制
約
の
中
、
市
民

生
活
や
現
場
状
況
を
見
て

総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○入学準備金（就学援助）３月支給へ
○保護者負担の軽減と給食費の無償化を
○長老墓地川の早期抜本改修を

就
学
援
助
の
現
状
と

入
学
準
備
金
の
３
月
支
給

長
老
墓
地
川
の水

害
防
止

保
護
者
負
担
の
軽
減

給
食
費
の
無
償
化

来
年
度
の
予
算
配
分

小学校での給食

山脇　正孝　議員
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こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○市民の安心・安全のため、
米原市の防災対策について

問

「
女
性
視
点
で
の
防

災
対
策
の
充
実
に
つ
い

て
」
具
体
化
が
な
さ
れ
て

き
た
の
か
。

答

今
年
度
実
施
し
た
総

合
防
災
訓
練
で
は
、
女
性

講
師
か
ら
、
女
性
視
点
で

の
避
難
所
の
運
営
方
法
や

対
応
な
ど
実
践
的
な
研
修

や
訓
練
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

女
性
の
視
点
を
大
切
に

し
、
防
災
訓
練
や
対
策
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問

「
男
女
共
同
参
画
の

視
点
か
ら
の
防
災
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答

総
合
防
災
訓
練
で
の

避
難
所
運
営
訓
練
の
よ
う

に
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
訓
練
な
ど
を
通
じ

て
、
職
員
の
育
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問

若
い
世
代
の
小
中
学

生
へ
の
防
災
教
育
の
取
り

組
み
は
。

答

す
べ
て
の
小
・
中
学

校
に
お
い
て
学
校
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
考
え
方
で
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
地
震
や
火
災

の
発
生
に
伴
い
自
ら
の
安

全
を
確
保
す
る
行
動
が
と

れ
る
よ
う
な
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問

市
民
は
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
避
難
す
れ
ば
よ
い

の
か
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
情
報
提
供
の
あ
り
方

は
。

答

対
象
者
に
わ
か
り
や

す
い
発
表
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
や
戸
別
受
信
機
、
防

災
ア
プ
リ
、
広
報
車
等
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
、
情

報
の
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問

要
配
慮
者
に
対
す
る

取
り
組
み
や
対
策
は
。

答

災
害
対
策
本
部
の
医

療
福
祉
班
が
情
報
伝
達
や

安
否
確
認
を
行
う
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
水
防
法

が
改
正
さ
れ
、
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
管
理
者
等
が

避
難
確
保
計
画
を
作
成

し
、
計
画
に
基
づ
く
避
難

訓
練
の
義
務
が
課
さ
れ
ま

し
た
。
市
と
し
て
、
関
係

各
所
と
連
携
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

躊
ち
�
う

躇ち
�

な
く
避
難
勧
告

等
を
発
令
す
る
た
め
の
体

制
は
。

答

避
難
勧
告
等
を
躊
躇

な
く
発
令
す
る
た
め
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
、
河
川
の
水
位
を
基
準

に
発
令
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。
空
振
り
の
事
態
を

恐
れ
ず
、
躊
躇
な
く
避
難

勧
告
等
を
発
令
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

問

新
し
い
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
具
体
的
な
内
容

は
。

答

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の

再
整
備
を
行
い
、
放
送
を

聞
き
逃
し
た
場
合
に
は
、

自
宅
の
電
話
か
ら
放
送
を

聞
き
直
せ
る
「
放
送
内
容

電
話
確
認
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
、
防
災
ア
プ
リ
や

専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、

複
数
の
情
報
伝
達
手
段
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問

天
野
川
の
河
川
整
備

に
つ
い
て
、
市
は
国
・
県
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
て
い
く
の
か
。

答

天
野
川
の
河
川
整
備

に
つ
い
て
は
、
県
が
湖
北
圏

域
河
川
整
備
計
画
を
作
成

し
、
平
成
28
年
９
月
に
国

の
認
可
を
受
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
多
く
の
方
の
意
見
を

踏
ま
え
て
、
市
民
の
安
心
、

安
全
の
た
め
早
期
の
整
備

実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
の
視
点
を

防
災
対
策
に

防災アプリと防災タブレット

細野　正行　議員

避
難
勧
告
等
を
受
け
る

立
場
に
立
っ
た
情
報
提
供

の
あ
り
方
は
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問

台
風
の
影
響
で
現
在

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

林
道
七
曲
線
の
開
通
は
。

答

本
市
被
災
箇
所
は
、

11
月
中
旬
に
国
の
災
害
復

旧
事
業
に
採
択
さ
れ
た
の

で
、
長
浜
市
と
連
携
し
、

来
春
５
月
末
を
目
標
に
開

通
を
目
指
し
ま
す
。

問

林
道
の
不
法
投
棄
の

把
握
と
対
応
は
。

答

林
道
国
見
線
に
お
い

て
今
年
１
月
に
家
屋
廃
材

の
不
法
投
棄
が
あ
り
、
滋

賀
県
湖
北
環
境
事
務
所
や

警
察
と
の
連
携
で
現
状
把

握
し
、
撤
去
後
、
対
策
と

し
て
現
場
を
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
で
封
鎖
し
ま
し
た
。

両
林
道
は
、
不
法
投
棄

パ
ト
ロ
ー
ル
エ
リ
ア
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
県

や
警
察
と
連
携
し
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
不
法

投
棄
防
止
に
努
め
ま
す
。

問

プ
ラ
ン
策
定
か
ら
２

年
経
つ
が
、
進
捗
状
況
は
。

答

地
元
上
野
自
治
会
が

今
年
度
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
の
事
業
主

体
と
し
て
取
り
組
み
、
現

在
、
旧
観
光
案
内
所
を
取

り
壊
し
、
今
年
度
中
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問

上
野
自
治
会
の
皆
様

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、

「
伊
吹
山
の
観
光
利
用
に

必
要
な
施
設
設
備
」
の
第

１
位
と
な
り
、
約
65
％
の

方
々
が
必
要
と
考
え
て
い

る
総
合
駐
車
場
整
備
が
進

ま
な
い
が
、
市
の
対
応
は
。

答

駐
車
場
用
地
の
地
権

者
の
理
解
と
協
力
が
課
題

で
す
。
各
地
権
者
へ
の
事

前
説
明
な
ど
地
元
自
治
会

へ
の
依
頼
も
含
め
、
ど
の

よ
う
に
計
画
的
に
進
め
る

か
伊
吹
山
活
性
化
実
行
委

員
会
と
協
議
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

問

残
存
す
る
ホ
テ
ル
や

ゴ
ン
ド
ラ
の
撤
去
は
。

答

上
野
自
治
会
内
で
、

解
決
策
の
意
見
集
約
が
で

き
ず
、
困
難
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

問

市
が
積
極
的
に
か
か

わ
り
、
３
合
目
の
開
発
を

手
掛
け
る
力
量
の
あ
る
民

間
事
業
者
を
選
定
し
、
必

要
な
協
定
を
結
ぶ
な
ど
し

て
、
残
存
施
設
の
解
体
も

含
め
、
３
合
目
の
新
た
な

開
発
を
推
し
進
め
る
方
策

は
と
れ
な
い
の
か
。

答

プ
ラ
ン
に
は
民
間
事

業
者
の
誘
致
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
伊
吹
山
の
新

た
な
開
発
へ
の
取
り
組
み

は
必
要
で
す
が
、
慎
重
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問

３
合
目
ま
で
の
林
道

整
備
の
費
用
負
担
は
。

答

総
事
業
費
が
約
２
億

６
千
万
円
で
す
。
財
源
は
、

国
50
％
、
県
25
％
の
補
助

金
、
条
例
で
定
め
る
分
担

金
を
上
野
自
治
会
な
ど
か

ら
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
残

り
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

問

現
在
、
林
道
は
鉄
の

扉
で
閉
鎖
、
施
錠
さ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
は
自
由
に
利
用

で
き
た
の
に
、
多
額
の
税
金

を
投
入
し
て
整
備
し
て

も
、
一
部
の
者
し
か
自
由
に

利
用
で
き
な
い
状
況
を
市

は
ど
う
考
え
る
か
。

答

プ
ラ
ン
で
は
山
麓
か

ら
３
合
目
ま
で
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
よ
る
シ
ャ
ト
ル

通
行
を
想
定
し
て
お
り
、

大
型
車
の
通
行
が
可
能
な

林
道
の
基
準
に
合
う
よ
う

幅
員
や
安
全
施
設
な
ど
の

改
良
を
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
開
放
に
つ
い
て

は
、
伊
吹
山
活
性
化
プ
ラ

ン
策
定
の
経
過
も
踏
ま

え
、
自
治
会
や
関
係
部
局

な
ど
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○林道七曲線の復旧工事完了は来春５月末を目標とする
○伊吹山活性化プランの進捗状況と

今後の展望についてどうか
今中　力松 議員

入山協力金は、伊吹山の保全に対する登山者
のありがたい応援と捉え、今後も要望の高い
トイレの改修など登山者の満足度向上に向け
たサービスの充実に使われる

林
道
七
曲
線
・
国
見
線

の
現
況
と
今
後

伊
吹
山
活
性
化
プ
ラ
ン

の
進
捗
状
況
と
展
望
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こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

問

地
域
に
元
気
が
な

い
。
自
治
会
は
元
気
だ

が
、
自
治
会
が
集
合
し
た

地
域
（
学
区
）
に
元
気
が
な

い
。
地
域
の
施
設
の
廃
止

や
小
学
校
の
改
築
に
も
意

見
が
出
さ
れ
な
い
。
こ
の

原
因
は
、
地
域
を
ま
と
め

る
組
織
が
な
く
、
組
織
が

地
域
の
意
見
を
ま
と
め
、

発
信
で
き
な
い
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
を
活
性
化
す
る
連

合
自
治
会
や
地
域
づ
く
り

協
議
会
の
創
設
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

自
治
会
相
互
の
交
流

を
図
る
た
め
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
・
地
域
自
治
会

連
絡
協
議
会
を
設
置
し
て

お
り
、
市
は
今
後
と
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

問

人
口
減
少
社
会
に
よ

る
生
産
力
の
低
下
、
交
付

税
の
特
別
加
算
額
の
縮
減

に
よ
り
行
政
の
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
、
保
育
・
介
護

な
ど
市
民
が
受
け
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
増
加
し
、
こ

の
間
の
ズ
レ
が
大
き
い
。

こ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
、

新
た
な
小
学
校
区
単
位
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設

置
す
る
必
要
は
な
い
か
。

答

現
在
の
自
治
会
連
携

組
織
や
複
数
自
治
会
に
及

ぶ
課
題
を
解
決
す
る
「
東

草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
」
等
の
組
織
を
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

問

合
併
し
た
市
で
は
、

区
域
が
大
き
く
な
り
、
行

き
届
か
な
く
な
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
住
民
が
解
決

す
る
「
地
域
づ
く
り
協
議

会
」
を
設
置
し
て
、
自
治
会

間
の
課
題
や
単
年
度
で
は

不
可
能
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

組
織
が
必
要
で
な
い
か
。

答

地
域
（
学
区
）
の
共

通
テ
ー
マ
に
対
応
し
協
議

連
携
す
る
組
織
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

山
東
西
部
地
域
（
井

之
口
～
市
場
）
の
96
ha
は

用
途
指
定
区
域
や
沿
道
商

業
地
域
に
隣
接
し
、
今
日

ま
で
未
ほ
場
整
備
区
域
で

あ
る
が
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

答

今
年
度
か
ら
プ
ラ
ン

作
成
に
向
け
推
進
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

農
地
中
間
管
理
事
業

で
は
出
し
手
の
農
地
と
受
け

手
の
意
向
が
マ
ッ
チ
ン
グ
で

き
な
い
と
進
ま
な
い
。
こ

の
た
め
に
は
ほ
場
が
整
備
さ

れ
て
い
る
点
が
重
要
だ
が
、

市
は
ほ
場
整
備
を
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

未
ほ
場
整
備
区
域
で

は
受
け
手
が
見
つ
か
り
に

く
く
、
ほ
場
整
備
を
す
る

こ
と
が
最
善
策
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

こ
の
区
域
の
一
部
で

市
に
ほ
場
整
備
事
業
採
択

を
要
望
さ
れ
た
と
聞
く
。

①
推
進
す
る
市
の
今
後
の

体
制
、
②
地
元
負
担
の
な

い
制
度
、
③
合
併
前
の
町

に
あ
っ
た
運
営
補
助
制
度

の
復
活
は
。

答

①
市
の
体
制
は
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
応
じ

て
整
え
、
②
条
件
が
厳
し

い
で
す
が
、
農
地
中
間
管

理
機
構
関
連
農
地
整
備
事

業
で
は
地
元
負
担
な
し
と

な
り
、
③
運
営
費
の
助
成

は
実
施
状
況
を
確
認
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問

姉
川
の
米
原
市
最
下

流
部
村
居
田
区
は
、
本
年

６
月
に
200
年
に
一
度
３
ｍ

を
超
え
る
浸
水
が
予
測
さ

れ
る
「
浸
水
警
戒
区
域
」

に
県
内
初
の
指
定
を
受
け

ら
れ
た
。

こ
の
「
浸
水
警
戒
区
域
」

に
あ
る
農
集
排
処
理
場
は

村
居
田
区
以
外
３
地
区
の

汚
水
処
理
を
し
て
お
り
、

浸
水
対
策
と
し
て
公
共
下

水
道
へ
の
早
期
接
続
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答

接
続
予
定
は
平
成
41

年
で
、
早
期
接
続
の
た
め

今
か
ら
着
手
し
て
も
手
続

き
、
工
事
に
７
～
８
年
が

必
要
で
す
。

問

地
元
自
治
会
と
協
議

し
な
が
ら
、
農
集
排
処
理

場
の
浸
水
対
策
は
で
き
な

い
か
。

答

処
理
施
設
を
密
閉
化

す
る
た
め
防
水
扉
や
止
水

壁
の
設
置
が
考
え
ら
れ
、

費
用
対
効
果
等
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

龍ヶ鼻地区農業集落排水処理施設

○地域づくり協議会の設置について
○持続可能な農業を推進する課題について
○農業集落排水事業処理場の浸水対策について

矢野　邦昭　議員

地
域
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
農
業
を

推
進
す
る
課
題
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
事
業
処
理

場
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
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問

現
在
、
新
幹
線
が
開

通
し
て
53
年
、
米
原
駅
前

を
は
じ
め
発
展
し
て
い
る

よ
う
に
は
思
え
な
い
。
今

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
反

省
点
は
。

答

米
原
駅
周
辺
は
合
併

以
前
か
ら
彦
根
長
浜
都
市

計
画
区
域
に
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
隣
接
す
る
両
市

に
比
べ
て
市
街
化
区
域
面

積
が
少
な
く
、
開
発
に
制

限
を
受
け
る
区
域
が
多
か

っ
た
こ
と
や
、
当
時
の
財

政
規
模
な
ど
様
々
な
課
題

が
あ
る
中
で
米
原
駅
周
辺

と
し
て
機
能
発
揮
が
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く

り
事
業
用
地
の
開
発
に
つ

い
て
は
経
済
情
勢
の
悪
化

等
の
要
因
に
よ
り
、
具
体

的
な
土
地
利
用
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

問

他
の
新
幹
線
駅
が
あ

る
自
治
体
を
参
考
に
し
て

い
る
の
か
。

答

駅
周
辺
の
市
街
地
形

成
の
誘
導
や
土
地
利
用
の

形
は
様
々
で
あ
り
、
具
体

的
に
参
考
と
し
て
い
る
自

治
体
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

民
間
の
発
想
・
住
民

の
発
想
で
考
え
て
い
る
の

か
。
ど
ん
な
長
所
を
取
り

入
れ
て
い
る
の
か
。

答

坂
田
駅
周
辺
の
土
地

利
用
で
は
、
坂
田
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆

様
の
ご
尽
力
と
民
間
事
業

者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
型
の
開
発
誘
導

が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
、

市
内
の
優
良
先
進
事
例
と

し
て
あ
り
ま
す
。
地
域
の

特
色
を
活
か
す
た
め
に

は
、
民
間
や
地
域
の
発
想

を
つ
な
ぐ
こ
と
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

問

法
令
遵
守
・
綱
紀
粛

正
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

今
ま
で
の
職
員
研
修
で
は

ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た

の
か
。
官
製
談
合
を
防
ぐ

再
発
防
止
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答

職
員
の
服
務
規
律
の

確
保
や
法
令
遵
守
を
徹
底

す
る
た
め
の
公
務
員
倫
理

研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
、
職
場
研
修
と
し
て

必
ず
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

安
全
運
動
や
年
末
年
始
、

各
種
選
挙
が
執
行
さ
れ
る

際
な
ど
、
市
職
員
と
し
て

適
正
に
行
動
す
る
よ
う
通

知
し
て
き
ま
し
た
。

再
発
防
止
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
12
月
５
日
に

職
員
の
ほ
か
、
外
部
か
ら

の
視
点
や
意
見
を
伺
う
識

見
者
も
加
え
た
「
米
原
市

職
員
不
祥
事
再
発
防
止
対

策
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
中
で
公
務
員

倫
理
と
入
札
業
務
に
つ
い

て
も
、
点
検
や
見
直
し
を

行
い
、
制
度
の
仕
組
み
全

体
を
再
構
築
し
ま
す
。

問

外
国
人
地
方
参
政
権

の
賛
否
は
。

答

現
状
で
は
地
方
自
治

法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問

旧
米
原
町
に
お
い
て

合
併
を
問
う
住
民
投
票
で

永
住
外
国
人
に
投
票
権
を

与
え
て
い
る
が
、
外
交
防

衛
問
題
の
住
民
投
票
で
も

永
住
外
国
人
に
住
民
投
票

権
を
与
え
る
べ
き
か
。

答

市
の
権
限
の
属
し
な

い
も
の
、
こ
れ
を
住
民
投

票
で
問
う
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

米原駅東口の統合庁舎建設予定地周辺

○米原市のまちづくりの反省点

○外国人地方参政権・住民投票権の賛否

ま
ち
づ
く
り
の
反
省
点

と
今
後

米
原
市
職
員
の
不
祥
事

に
つ
い
て

外
国
人
地
方
参
政
権
・

住
民
投
票
権
の
賛
否
は

後藤　英樹　議員
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こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○山東生涯学習センターの継続について
○小中学校への教育予算の拡大について
○米原市の未来に向けた道路計画について

問

ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
。

答

米
原
市
教
育
振
興
基

本
計
画
の
中
に
、
生
涯
学

習
の
推
進
に
関
す
る
考
え

方
や
施
策
を
明
記
し
て
お

り
、
生
涯
学
習
の
推
進
に

つ
い
て
は
「
生
涯
に
わ
た

っ
て
豊
か
に
学
び
合
い
、

い
き
い
き
と
活
動
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。」
と

掲
げ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
多
様
な

学
び
や
成
長
が
生
き
が
い

を
育
み
、
人
生
を
豊
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
施
策
の
展
開
と
し
て

生
涯
学
習
機
会
の
充
実
を

は
じ
め
、
人
権
文
化
の
確

立
、
人
材
育
成
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
具
体

的
な
施
策
の
方
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

問

山
東
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
方
針
決
定
時

期
は
。

答

平
成
25
年
10
月
に
策

定
し
ま
し
た
米
原
市
公
共

施
設
再
編
計
画
に
お
い

て
、
山
東
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
29
年
度
を
目
標

年
度
と
し
て
生
涯
学
習
機

能
を
廃
止
す
る
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

問

障
が
い
の
あ
る
人
の

生
涯
学
習
の
実
態
は
。

答

各
施
設
が
行
う
事
業

や
講
座
な
ど
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
区
別
す
る

こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
合
理
的
な
配
慮
を

行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
個
別
の
要
望
を
お

伺
い
し
な
が
ら
、
施
設
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対

応
を
し
て
い
ま
す
。

問

学
校
教
育
へ
の
予
算

は
、
現
状
で
良
い
か
。

答

教
育
予
算
で
は
、
こ

こ
数
年
間
で
小
中
学
校
の

全
教
室
へ
の
空
調
設
置
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
施

設
整
備
を
計
画
ど
お
り
に

進
め
、
29
年
度
で
は
小
学

校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
や
電
子
黒
板
の
配
備
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
整
備

を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

事
業
、
校
長
枠
予
算
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

今
後
の
道
路
計
画
は
。

答

本
市
の
均
衡
あ
る
発

展
と
一
体
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
促
進
し
、
ど
こ

に
、
ど
ん
な
道
路
が
、
い

つ
ご
ろ
ま
で
に
必
要
か
を

具
体
的
に
定
め
た
道
路
網

整
備
計
画
を
平
成
25
年
に

定
め
、
道
路
整
備
を
計
画

的
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
計
画
で
は
、

市
道
板
戸
市
場
線
や
市
道

入
江
磯
梅
ヶ
原
線
な
ど
、

13
路
線
を
30
年
度
ま
で
に

事
業
着
手
す
る
計
画
に
し

て
お
り
、
全
路
線
で
着
手

し
、
う
ち
５
路
線
は
す
で

に
完
了
し
て
い
ま
す
。

問

市
道
長
岡
志
賀
谷
線

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答

市
道
長
岡
志
賀
谷
線

も
道
路
網
整
備
計
画
に
位

置
付
け
て
お
り
、
27
年
度

に
は
長
岡
側
の
現
地
測
量

を
行
い
、
28
年
度
に
は
概

略
設
計
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
交
通
量
予

測
や
費
用
対
効
果
な
ど
を

検
証
す
る
た
め
の
業
務
を

発
注
し
、
ル
ー
ト
選
定
な

ど
様
々
な
検
証
を
進
め
て

い
ま
す
。

問

今
年
度
以
降
の
取
り

組
み
は
。

答

現
在
、
業
務
を
進
め

て
い
る
交
通
量
予
測
や
費

用
対
効
果
な
ど
を
検
証
し

た
う
え
で
、
十
分
な
整
備

効
果
が
得
ら
れ
る
道
路
幅

や
道
路
が
通
過
す
る
場
所

の
設
定
が
で
き
れ
ば
、
関

係
自
治
会
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

米
原
市
と
し
て
の

生
涯
学
習
計
画
の
策
定
は

山
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

廃
止
方
針
決
定
の
時
期
は
　
　

障
が
い
の
あ
る
人
の

生
涯
学
習
の
実
態
は

教
育
へ
の
予
算
の

現
状
に
つ
い
て

米
原
市
の
未
来
に
向
け
た

道
路
計
画
に
つ
い
て

鹿取　和幸　議員
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問

新
し
い
地
域
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
の
時
期
だ
が
。

答

強
靭
、
安
全
、
持
続

を
目
標
に
、
今
年
度
新
た

な
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

問

全
国
で
は
広
域
化
を

模
索
す
る
動
き
が
広
ま
っ

て
い
る
。
香
川
県
で
は
全

国
初
の
１
県
１
水
道
事
業

体
制
を
平
成
30
年
４
月
か

ら
つ
く
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
滋
賀
県
の
動
き

は
。

答

広
域
化
に
関
す
る
協

議
会
で
、
こ
れ
ま
で
に
５

回
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

問

近
江
地
域
に
給
水
し

て
い
る
長
浜
水
道
企
業
団

と
、
本
市
の
水
道
事
業
を

統
合
す
る
検
討
は
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
状

況
や
今
後
の
施
設
整
備
計
画

を
参
考
に
見
極
め
ま
す
。

問

本
市
の
計
画
給
水
人

口
は
３
万
５
千
人
で
あ

る
。
５
万
人
を
割
る
と
料

金
収
入
だ
け
で
は
事
業
維

持
が
困
難
に
な
る
と
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
報
告
書

に
あ
る
が
。

答

本
市
は
健
全
な
水
道

事
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
給
水
人
口
減

に
よ
る
料
金
収
入
減
を
ふ

ま
え
た
基
本
計
画
を
策
定

中
で
す
が
、
引
き
続
き
健

全
経
営
で
き
る
計
画
で

す
。

問

近
江
地
域
の
一
般
家

庭
な
ど
で
試
算
す
る
と
、

水
道
料
金
は
本
市
水
道
事

業
の
方
が
安
い
。
近
江
地

域
を
長
浜
水
道
企
業
団
か

ら
本
市
の
水
道
事
業
区
域

に
切
り
替
え
ら
れ
な
い

か
。
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の

反
映
は
。

答

近
江
地
域
は
本
市
の

水
道
事
業
の
区
域
外
で
あ

る
の
で
、
計
画
へ
の
反
映

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問

山
東
西
部
地
域
の
医

師
確
保
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
山
東
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
一
部
を
活
用
し
、

山
東
診
療
所
が
開
設
さ
れ

た
。
毎
週
火
曜
日
の
午
後

1.5
時
間
だ
け
診
察
す
る
市

内
の
開
業
医
の
別
院
で
あ

る
。受

診
者
数
実
績
は
予
定

数
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
「
か
か

り
つ
け
医
」
と
し
て
の
機

能
は
発
揮
で
き
る
の
か
。

市
は
ど
の
よ
う
な
啓
発
活

動
を
し
て
き
た
の
か
。

答

医
療
法
等
の
制
約
が

あ
る
中
、
28
年
度
は
旧
山

東
西
学
区
８
自
治
会
の
自

治
会
長
に
自
治
会
広
報
へ

の
掲
載
や
回
覧
で
「
か
か

り
つ
け
医
」
制
度
の
説
明

と
診
療
所
の
案
内
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

問

不
十
分
だ
。
開
業
す

る
医
師
が
い
な
い
地
域
で

の
医
師
確
保
が
目
的
と
し

な
が
ら
、
医
師
が
確
保
で

き
た
ら
あ
と
は
開
業
医
の

経
営
努
力
で
、
と
い
う
の

か
。人

口
減
少
や
医
師
の
高

齢
化
で
、
今
後
、
市
全
域

で
の
開
業
医
の
減
少
が
想

定
さ
れ
る
。
市
の
全
体
構

想
は
。

答

拠
点
の
整
備
と
医

師
、
看
護
師
等
の
連
携
強

化
の
体
制
づ
く
り
を
、
平

成
25
年
に
整
備
し
た
米
原

モ
デ
ル
構
想
に
掲
げ
、
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

問

定
期
監
査
報
告
書
の

収
支
見
込
表
で
市
の
赤
字

を
算
出
し
た
根
拠
が
お
か

し
い
。
表
中
の
収
入
と
は

な
に
か
。

答

市
が
交
付
金
を
算
定

す
る
た
め
の
収
入
基
準
で

す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○近江地域を本市水道事業区域に切り替えては

○開業する医師がいない地域に開設した診療所の今は

本
市
の
水
道
事
業
の

展
望
は

山
東
診
療
所
へ
の

市
の
支
援
は
　

北村 喜代隆  議員

施設改修中の山東診療所を視察（平成27年10月）
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こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○米原市の「お茶の間創造事業」の現状と

お茶の間「居場所」を地域に広めるためには

問

現
在
、
市
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
実
施
地
域
の

割
合
は
ど
の
程
度
か
。

答

今
年
度
新
た
な
４
団

体
を
含
め
て
、
107
自
治
会

中
24
地
域
で
、
取
り
組
み

の
割
合
は
22
％
で
す
。

問

実
施
し
て
４
年
以
上

経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
実
施
地
域
の
割

合
が
少
な
い
よ
う
に
思
う

が
、
原
因
は
何
に
あ
る
の

か
。

答

こ
の
事
業
を
運
営
す

る
支
え
手
側
の
人
材
、
リ

ー
ダ
ー
の
成
り
手
不
足
が

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、
84
自
治
会
で

は
「
サ
ロ
ン
活
動
」
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
近

年
「
こ
ど
も
食
堂
」
も
開

設
さ
れ
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
様
々
な
活
動
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
広
い
意
味

で
の
「
お
茶
の
間
活
動
」

が
広
が
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

引
き
続
き
実
施
地
域
の

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

市
と
し
て
、
今
後
の

拡
充
に
向
け
、
ど
の
よ
う

に
増
や
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答

さ
ら
な
る
拡
充
に
向

け
て
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
の
も
と
、
運
営
す

る
支
え
手
側
の
人
材
、
リ

ー
ダ
ー
の
発
掘
を
す
る
た

め
、
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
地
域
に
入
り

込
み
、
地
域
の
人
た
ち
と

課
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
信
頼
関
係
を
築
い

て
、
事
業
の
立
ち
上
げ
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
生
き
が
い
就
労

創
出
事
業
等
の
高
齢
者
の

就
労
の
場
が
、
居
場
所
づ

く
り
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
事
業
の
立

ち
上
げ
や
運
営
の
支
援
を

行
う
た
め
の
補
助
金
制
度

の
見
直
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。

問

地
域
へ
の
働
き
か
け

に
つ
い
て
は
、
市
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
担
当
者
が
し

っ
か
り
と
地
域
に
入
り
、
現

状
を
把
握
し
、
情
報
提
供
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

が
、
担
当
者
は
地
域
の
人
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
持

ち
、
働
き
か
け
を
し
て
い
る

の
か
。

答

伊
吹
山
テ
レ
ビ
や
広

報
誌
等
の
情
報
提
供
の
ほ

か
に
、
事
業
の
普
及
に
向

け
て
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
誰
で

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

ま
た
随
時
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
て
相
談

対
応
を
行
い
、
こ
ち
ら
か

ら
地
域
に
出
向
い
て
説
明

な
ど
も
実
施
し
、
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
団
体
の
立

ち
上
げ
後
の
サ
ポ
ー
ト
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
民
生
委
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
し
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
地
域
で
の
立
ち
上
げ

に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。

西堀　幸　議員

お
茶
の
間
創
造
事
業
の

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

野一色お茶の間カフェ“おいでやす” くつろいでいるみなさん

ビデオを見ながらの体操 血圧チェック

お茶の間創造事業　おいでやす（野一色）の様子
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問

原
子
力
災
害
に
特
化

し
た
防
災
教
育
は
。

答

市
内
各
地
で
大
気
中

の
放
射
線
を
定
期
的
に
監

視
し
、
デ
ー
タ
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

測
定
は
市
内
各
中
学
校

で
も
行
っ
て
お
り
、
デ
ー

タ
測
定
を
生
徒
と
一
緒
に

行
う
な
ど
放
射
線
の
教
育

を
実
施
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
、
放
射
線
の
基
礎
知

識
を
普
及
し
、
万
一
の
事

故
に
対
し
意
識
の
醸
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

問

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
個

別
事
前
配
布
へ
の
課
題

は
。

答

薬
事
法
に
よ
り
医
師

会
や
薬
剤
師
会
な
ど
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
先
進
地
の
事
例
な
ど

を
研
究
し
、
事
前
配
布
を

調
査
し
ま
す
。

問

原
子
力
災
害
に
対
す

る
市
の
方
向
性
は
。

答

原
発
の
安
全
性
に
対

す
る
市
民
の
不
安
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
市
は
原
発
が
再
稼
働

す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
現
に
原
子
力
災
害

の
危
険
性
が
あ
る
以
上
、

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
要
望
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

市
の
見
解
は
。

答

滋
賀
県
の
取
り
組
み

と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
昨
年
策
定
し
た
第
２

次
米
原
市
総
合
計
画
に
示

す
各
種
施
策
に
つ
い
て
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
の
分

類
を
行
う
な
ど
、
目
標
達

成
に
向
け
役
割
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
市
と
し

て
取
り
組
む
予
定
は
。

答

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
全
て
の

国
に
適
用
さ
れ
る
普
遍
的

な
目
標
で
す
。
日
々
の
生

活
の
中
に
あ
る
身
近
な
食

品
ロ
ス
の
問
題
や
省
エ
ネ

に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
米
原
市
と
し
て
何
を

行
う
べ
き
か
を
検
討
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

共
有
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問

市
に
お
け
る
子
ど
も

の
貧
困
の
状
況
は
。

答

各
種
手
当
の
申
請
・

相
談
や
支
給
の
実
態
か

ら
、
当
該
家
庭
お
よ
び
子

ど
も
の
状
況
に
つ
い
て
把

握
し
て
い
ま
す
。
貧
困
の

問
題
は
子
ど
も
の
人
権
に

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と

認
識
し
、
今
後
も
丁
寧
な

実
態
把
握
に
努
め
ま
す
。

問

貧
困
に
よ
る
学
力
格

差
は
発
生
し
て
い
る
か
。

答

貧
困
と
学
力
の
間
に

は
明
確
な
関
係
が
あ
る
こ

と
は
国
が
示
し
て
い
ま
す

が
、
学
力
の
定
着
に
は
、

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や

家
で
の
読
み
聞
か
せ
、
計

画
的
な
家
庭
学
習
な
ど
家

庭
の
教
育
力
も
大
切
で

す
。
学
力
格
差
と
全
て
の

子
ど
も
へ
の
学
力
保
障
は

重
大
な
教
育
課
題
で
す
。

問

貧
困
問
題
解
消
に
向

け
て
対
応
策
は
。

答

ま
ず
は
経
済
的
に
自

立
で
き
る
安
定
的
な
就
労

と
収
入
が
必
要
で
す
。
支

援
が
必
要
な
保
護
者
や
子

ど
も
本
人
に
寄
り
添
っ
た

就
労
支
援
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
将
来
の
安
定
就

労
実
現
の
基
礎
と
な
る
教

育
の
充
実
、
さ
ら
に
資
格

取
得
等
へ
の
継
続
的
な
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い
　
・
　
聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ
　
一
般
質
問

○原子力災害における避難
○ＳＤＧｓ（エスディージーズ）の取り組み
○子どもの貧困問題

も
し
も
の
原
子
力
災
害

に
お
け
る
市
の
対
応

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

市
の
見
解
・
予
定

子
ど
も
の
貧
困
問
題
、

市
の
現
状
・
対
策

中川　雅史　議員

ＳＤＧｓ　17の目標

2015年9月の国連サミットで採択
された加盟193か国が貧困や飢
餓、エネルギー、気候変動、平和
的社会などの持続可能な開発を、
2030年までに達成するために掲げ
た目標

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）とは・・・
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平成29年10月31日の議員の任期満了
に伴い、平成29年４月分から10月分ま
での政務活動費を精算しました。

●会派別

●会派に属さない議員

●政務活動費を充てることができる主な経費

政務活動費とは…

平成29年度
（４月分〜10月分）

政務活動費収支報告

地方自治法に基づいて市議会議員の
調査研究その他の活動に資するため必
要な経費の一部として交付されるもの
です。

交付対象や額、交付の方法、政務活
動費を充てることができる経費の範囲
は、「米原市議会政務活動費の交付に
関する条例」に定められています。

交付額は…

「会派」または「会派に属さない議
員」に対して交付されます。

平成29年10月末で残額があった場
合は返還し、支出額が交付額を超える
場合は各自負担しています。

議員１人あたり７万円
(平成29年4月分～10月分)

使い道は…

ページ下の表のとおり、
先進地調査等に要する交
通費や宿泊費、研修会な
どへの参加費、広報紙の
印刷費や折込手数料、事
務用品費、活動に必要な
書籍の購入などに使われ
ています。

会派名
（構成人数）

創政クラブ
（６人）

政策研究会
マイバラ
（５人）

清風クラブ
（３人）

日本共産党
米原市議団
（３人）

合　計

収
入

内訳
交付額 420,000 350,000 210,000 210,000 1,190,000

その他(利息) 1 1 0 0 2

収入合計 420,001 350,001 210,000 210,000 1,190,002

支
出

内訳

調査研究費 70,850 244,430 222,382 0 537,662

研修費 0 8,600 0 0 8,600

広報費 0 0 0 207,694 207,694

資料作成費 0 20,410 0 0 20,410

資料購入費 0 33,949 0 45,220 79,169

支出合計 70,850 307,389 222,382 252,914 853,535

返還額 349,151 42,612 0 0 391,763

議員名 今中力松 澤井明美 合　計

収
入

内訳
交付額 70,000 70,000 140,000

その他(利息) 0 0 0

収入合計 70,000 70,000 140,000

支
出

内訳
調査研究費 14,170 14,170 28,340

研修費 57,190 74,540 131,730

支出合計 71,360 88,710 160,070

返還額 0 0 0

（会派の構成人数は、平成29年10月末時点の人数です。）

（平成29年10月末時点）

単位：円

単位：円

項　目 内　容 例

調査研究費 市の事務に関する調査研究・調査委託に要する経費
調査研究のために必要な先進地調査、現地調査に要する経費

交通費、旅費、宿泊費、
調査委託費等

研修費 研修会の開催に必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に
要する経費

講師謝金、会場費、参加費、
交通費等

広報費 活動・市政について市民へ報告するために要する経費 印刷費、新聞折込手数料等

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷費、事務用品費等

資料購入費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費 書籍購入等
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています。

【掲載広告募集】
米原市議会では、財政確保の一環として、「議会だよりまいばら」に広告掲載することとしております。広告掲載を

希望される方は、米原市議会事務局（TEL 55-8111）までお問い合わせください。

議会の動き
平成29年10月

2日
3日

26日

市統合庁舎建設に関する特別委員会
議会だより編集委員会
初議会前の議員懇談会・新人議員研修会

1 1月

1日
6日
7日

13日
16日
22日
24日

26日
29日

会派代表者会議
会派代表者会議
第２回臨時会【初議会】
議員全員協議会・議会運営委員会・各常任委員会・
各特別委員会・議会だより編集委員会
新人議員研修会
議員全員協議会
議会運営委員会
議員全員協議会・正副委員長会議・
議会だより編集委員会
議員と語ろう会（米原市女性の会）
議会運営委員会

1 2月

1日

6日
7日

11日
12日
13日
19日
21日
22日

第４回定例会【初日】開会
議員全員協議会・予算常任委員会（全体会）・
議会だより編集委員会
定例会【2日目】一般質問・議会運営委員会
定例会【3日目】一般質問・議員全員協議会
健康福祉常任委員会・予算常任委員会健康福祉分科会
産業建設常任委員会・予算常任委員会産業建設分科会
総務教育常任委員会・予算常任委員会総務教育分科会
予算常任委員会（全体会）・議員全員協議会
議会運営委員会
定例会【最終日】本会議　表決等
議員全員協議会・総務教育常任委員会

次回 平成30年第１回（3月）定例会の予定

議会の傍聴
本会議、各委員会は、傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
山東庁舎３階・議会事務局へお越しください。

本会議の中継
開会日、会派代表者質問、一般質問、閉会日の
本会議の模様を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本 会 議 の
録 画 配 信

開会日、一般質問、閉会日等の本会議の模様を
米原市公式ウェブサイトで録画配信しています。
・米原市公式ウェブサイト

http://www.city.maibara.lg.jp/

2/18 19 20 21 22 23 24

開会

予算委員会

25 26 27 28 3/1 2 3

会派代表者 一般質問 一般質問

4 5 6 7 8 9 10

総務教育 総務教育 健康福祉 健康福祉 産業建設
委員会・ 委員会・ 委員会・ 委員会・ 委員会・

11 12 13 14 15 16 17

産業建設 予算委員会
委員会・

18 19 20 21 22 23 24

議会運営 閉会
委員会

日 月 火 水 木 金 土

・開会日は午前10時、会派代表者質問・一般質問・各委員会は
午前9時30分、閉会日は午前10時15分から開会の予定です。

・日程および時間は、変更になる場合があります。

昨
年
10
月
22
日
の
市
議
会
議
員
選
挙

を
受
け
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
も
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
な
り

ま
し
た
。
私
自
身
も
新
メ
ン
バ
ー
の
新

委
員
長
と
し
て
、
２
年
間
、
年
４
回
の

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
ま
だ
ま
だ
不
慣

れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
「
市
議
会
議
員
っ

て
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
ご
意
見
を
よ
く
お
聞
き
い
た
し

ま
す
。

そ
ん
な
疑
問
点
に
し
っ
か
り
と
お
答

え
が
で
き
る
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

こ
ち
ら
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
発
信
だ

け
で
は
な
く
、
お
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
読
者
の
皆
様
の
ご
意

見
や
ご
感
想
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
ご
意
見
で
も
構
い
ま
せ
ん

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
後
藤
　
英
樹
）

委
員
長

  

後
藤
　
英
樹

副
委
員
長   

西
堀
　
幸

委
　
　
員   

細
野
　
正
行

委
　
　
員   

中
川
　
松
雄

委
　
　
員   

吉
田
　
周
一
郎

委
　
　
員   

北
村
　
喜
代
隆

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

予算分科会 予算分科会 予算分科会

予算分科会

予算分科会 予算分科会

質問


